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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】弁蓋が鍵穴を開放する開放状態への回動動作の
みならず、弁蓋が鍵穴を閉塞する閉塞状態への回動動作
もスムーズになる地下構造物用蓋体を提供する。
【解決手段】蓋本体４と、弁蓋５１と軸５２とを有し、
軸５２を中心に閉塞状態と開放状態とに回動可能であっ
て、最大移動距離の範囲内で軸５２が内側と外側とに水
平移動可能な弁体５と、弁体５を付勢するバネＳと、を
有するものであり、弁体５は、閉塞状態からバネＳの付
勢力に抗して回動し、弁蓋５１が受枠２の内周面２１に
接触するとバネＳの付勢力に抗して軸５２が内側に向か
って最大移動距離よりも短い接触移動距離移動するもの
であり、蓋本体４の本体側傾斜部４１ａ、または、弁蓋
５１の弁蓋側傾斜部のうち、少なくとも一方を有するも
のである。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　受枠によって画定される、地下構造物につながる開口を塞ぐ地下構造物用蓋体において
、
　前記受枠の内周面に支持され外周部分に鍵穴が形成された蓋本体と、
　弁蓋と前記蓋本体の裏側に支持された軸とを有し、該軸を中心に該弁蓋が該鍵穴を閉塞
する閉塞状態と該弁蓋が該鍵穴を開放する開放状態とに回動可能であって、最大移動距離
の範囲内で該軸が内側と外側とに水平移動可能な弁体と、
　前記弁蓋が前記閉塞状態に向かう方向と外側に向かう方向に前記弁体を付勢する付勢手
段と、を有するものであり、
　前記弁体は、前記閉塞状態から前記付勢手段の付勢力に抗して回動し、前記弁蓋が前記
受枠の内周面に接触すると該付勢手段の付勢力に抗して前記軸が内側に向かって前記最大
移動距離よりも短い接触移動距離移動するものであり、
　前記蓋本体の、前記鍵穴を画定する鍵穴画定壁における内側部分に設けられ下方に向か
うに従い該鍵穴が拡がる方向に傾斜した本体側傾斜部、または、前記弁蓋における内側部
分に設けられ上方に向かうに従い外側に傾斜した弁蓋側傾斜部のうち、少なくとも一方を
有するものであることを特徴とする地下構造物用蓋体。
【請求項２】
　前記本体側傾斜部および前記弁蓋側傾斜部は、前記閉塞状態における水平方向の長さが
、前記接触移動距離よりも長いものであることを特徴とする請求項１記載の地下構造物用
蓋体。
【請求項３】
　前記本体側傾斜部および前記弁蓋側傾斜部は、前記閉塞状態における水平方向の長さが
、前記最大移動距離よりも長いものであることを特徴とする請求項１記載の地下構造物用
蓋体。
【請求項４】
　前記本体側傾斜部および前記弁蓋側傾斜部を有し、該本体側傾斜部の水平方向の長さと
該弁蓋側傾斜部の水平方向の長さとの合計の長さが、前記接触移動距離よりも長いもので
あることを特徴とする請求項１記載の地下構造物用蓋体。
【請求項５】
　前記本体側傾斜部および前記弁蓋側傾斜部を有し、該本体側傾斜部の水平方向の長さと
該弁蓋側傾斜部の水平方向の長さとの合計の長さが、前記最大移動距離よりも長いもので
あることを特徴とする請求項１記載の地下構造物用蓋体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、受枠によって画定される、地下構造物につながる開口を塞ぐ地下構造物用蓋
体に関する。
【背景技術】
【０００２】
　下水道や上水道、あるいは電力、ガス、通信等における地下埋設物や地下施設等の地下
構造物が地上につながる箇所には、地下構造物につながる開口を画定する受枠が設けられ
、この受枠に支持されることで開口を塞ぐ地下構造物用蓋体が設置される場合がある。本
明細書では、地下構造物用蓋体を、単に蓋体と略称することがある。
【０００３】
　蓋体は、外周部分に切欠き状の鍵穴（バール孔）が形成された蓋本体を有するものが一
般的である。この鍵穴にＴ字型あるいはフック型の開閉工具を挿入して蓋本体の裏面に引
っかけ、この蓋体を持ち上げて開けることにより地下構造物の開口を開放することができ
る。また、蓋体には、不用意に開けられるのを防ぐとともに、土砂等が地下構造物内に大
量に流れ込まないように、鍵穴を閉塞する弁蓋を備えた弁体が設けられている。この弁体
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は、蓋体の裏側に軸が支持され、この軸を中心に弁蓋が鍵穴を閉塞する状態（以下、閉塞
状態と称することがある）と弁蓋が鍵穴を開放する状態（以下、開放状態と称することが
ある）とに回動可能であって、バネ等の付勢手段により弁蓋が鍵穴を閉塞する方向に付勢
されている。鍵穴を閉塞している弁蓋を、開閉工具の先端で押してバネ等の付勢力に抗し
て弁蓋を押し下げることにより鍵穴が開放され、鍵穴内に開閉工具の先端を挿入すること
ができる。弁体はまた、不法投棄や不法侵入の防止、さらには、地下構造物内の圧力によ
る開蓋を防止するためのロック部を有している。閉塞状態のときには、ロック部の爪が受
枠の爪受け部に係合し、蓋本体の開蓋が阻止される。また、開閉工具によって、弁体を押
し下げ、爪が爪受け部に係合しない状態に弁体を回動させることで蓋本体の開蓋が可能に
なる。
【０００４】
　ところで、土砂などの流れ込み等を十分に防止するためには、弁蓋が鍵穴を完全にまた
はほぼ完全に閉塞するように構成するのが好ましい。しかしながら、このような構成であ
ると、弁蓋を押し下げる際に、弁蓋の先端が受枠の内周面に引っかかってしまい、それ以
上弁蓋を押し下げることができなくなってしまう虞がある。このため、本出願人は、弁蓋
が鍵穴を全面的にまたはほぼ全面的に閉塞するように構成しても、鍵穴の開放作業に支障
が生じることがない蓋体を提案している（例えば、特許文献１等参照）。
【０００５】
　特許文献１記載の蓋体は、弁体の軸を支持する支持溝を備えている。この支持溝は、蓋
体の外側から内側に向かう方向に水平に延びており、弁体の軸が外側から内側に移動可能
に構成されている。このため、弁蓋を押して閉塞状態から回動させ、弁蓋が受枠の内周面
に接触するとバネ等の付勢力に抗して軸が内側に向かって移動する。この結果、蓋が鍵穴
を全面的にまたはほぼ全面的に閉塞するように構成しても、弁蓋の先端が受枠の内周面に
引っかかってしまい、それ以上弁蓋を押し下げることができなくなってしまうといった問
題を解消することができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特許第４５２４０３６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、特許文献１記載の蓋体のように、弁体の軸が外側から内側に移動可能な
構成であると、開閉工具等によって弁体を開放状態に回動させた後、バネ等の付勢力によ
って閉塞状態に戻る際に、弁蓋が、蓋体の裏面における鍵穴の縁等に干渉してしまう場合
がある。
【０００８】
　本発明は前記事情に鑑み、弁蓋が鍵穴を開放する開放状態への回動動作のみならず、弁
蓋が鍵穴を閉塞する閉塞状態への回動動作もスムーズになる地下構造物用蓋体を提供する
ことを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　前記目的を解決する本発明の地下構造物用蓋体は、受枠によって画定される、地下構造
物につながる開口を塞ぐ地下構造物用蓋体において、
　前記受枠の内周面に支持され外周部分に鍵穴が形成された蓋本体と、
　弁蓋と前記蓋本体の裏側に支持された軸とを有し、該軸を中心に該弁蓋が該鍵穴を閉塞
する閉塞状態と該弁蓋が該鍵穴を開放する開放状態とに回動可能であって、最大移動距離
の範囲内で該軸が内側と外側とに水平移動可能な弁体と、
　前記弁蓋が前記閉塞状態に向かう方向と外側に向かう方向に前記弁体を付勢する付勢手
段と、を有するものであり、
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　前記弁体は、前記閉塞状態から前記付勢手段の付勢力に抗して回動し、前記弁蓋が前記
受枠の内周面に接触すると該付勢手段の付勢力に抗して前記軸が内側に向かって前記最大
移動距離よりも短い接触移動距離移動するものであり、
　前記蓋本体の、前記鍵穴を画定する鍵穴画定壁における内側部分に設けられ下方に向か
うに従い該鍵穴が拡がる方向に傾斜した本体側傾斜部、または、前記弁蓋における内側部
分に設けられ上方に向かうに従い外側に傾斜した弁蓋側傾斜部のうち、少なくとも一方を
有するものであることを特徴とする。
【００１０】
　ここで、前記本体側傾斜部および弁蓋側傾斜部は、平面からなる傾斜部であってもよい
し、曲面からなる傾斜部であってもよいし、平面と曲面との組合せからなる傾斜部であっ
てもよい。また、前記地下構造物用蓋体は、上記特許文献１記載の蓋体のように、前記弁
体がロック部を有しているものであってよいし、特開２０１９－１１２８２７記載の蓋体
のように、弁体とは別体のロック部材を有する構成であってもよい。
【００１１】
　本発明の地下構造物用蓋体によれば、前記弁蓋が前記受枠の内周面に接触すると前記付
勢手段の付勢力に抗して前記軸が内側に向かって移動するものであるため、前記弁体の前
記開放状態への回動動作がスムーズになる。さらに、本発明の地下構造物用蓋体は、前記
本体側傾斜部または前記弁蓋側傾斜部のうち、少なくとも一方を有している。このため、
前記弁体が、前記付勢手段の付勢力により前記開放状態から前記閉塞状態に回動する際に
、前記弁蓋と前記蓋本体との干渉が回避しやすくなる。また、前記弁蓋が前記蓋本体の裏
面に当接しても、前記本体側傾斜部または前記弁蓋側傾斜部によって、該弁蓋を前記閉塞
状態にスムーズにガイドすることができる。
【００１２】
　また、本発明の地下構造物用蓋体において、前記本体側傾斜部および前記弁蓋側傾斜部
は、前記閉塞状態における水平方向の長さが、前記接触移動距離よりも長いものであって
もよい。
【００１３】
　こうすることで、開閉工具等によって前記弁体が押し込まれ、前記軸が外側から内側に
向かって前記接触移動距離移動した場合であっても、前記弁蓋と前記蓋本体との干渉が回
避しやすくなる、あるいは、該弁蓋を前記閉塞状態にスムーズにガイドすることができる
。
【００１４】
　また、本発明の地下構造物用蓋体において、前記本体側傾斜部および前記弁蓋側傾斜部
は、前記閉塞状態における水平方向の長さが、前記最大移動距離よりも長いものであって
もよい。
【００１５】
　製造誤差等を考慮し、前記最大移動距離を前記接触移動距離よりも長く設定しているが
、前記弁蓋が前記受枠の内周面に接触しなくなった後もさらに該弁蓋を押し込む等して、
前記軸が前記最大移動距離移動した場合であっても、前記弁蓋と前記蓋本体との干渉が回
避しやすくなる、あるいは、該弁蓋を前記閉塞状態にスムーズにガイドすることができる
。
【００１６】
　また、本発明の地下構造物用蓋体において、前記本体側傾斜部および前記弁蓋側傾斜部
を有し、該本体側傾斜部の水平方向の長さと該弁蓋側傾斜部の水平方向の長さとの合計の
長さが、前記接触移動距離よりも長いものであってもよい。
【００１７】
　こうすることでも、前記軸が外側から内側に向かって前記接触移動距離移動した場合に
、前記弁蓋と前記蓋本体との干渉が回避しやすくなる、あるいは、該弁蓋を前記閉塞状態
にスムーズにガイドすることができる。
【００１８】
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　また、本発明の地下構造物用蓋体において、前記本体側傾斜部および前記弁蓋側傾斜部
を有し、該本体側傾斜部の水平方向の長さと該弁蓋側傾斜部の水平方向の長さとの合計の
長さが、前記最大移動距離よりも長いものであってもよい。
【００１９】
　こうすることでも、前記軸が前記最大移動距離移動した場合に、前記弁蓋と前記蓋本体
との干渉が回避しやすくなる、あるいは、該弁蓋を前記閉塞状態にスムーズにガイドする
ことができる。
【発明の効果】
【００２０】
　本発明によれば、弁蓋が鍵穴を開放する開放状態への回動動作のみならず、弁蓋が鍵穴
を閉塞する閉塞状態への回動動作もスムーズになる地下構造物用蓋体を提供することがで
きる。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】（ａ）は、本発明の一実施形態である蓋体（地下構造物用蓋体）が受枠に支持さ
れた様子を示す平面図であり、（ｂ）は、（ａ）のＡ－Ａ線断面図である。
【図２】（ａ）は、図１（ｂ）における破線の円で囲んだ部分を拡大して示す図である。
（ｂ）は、（ａ）に示す弁体を外側（図では左側）から見た図である。
【図３】開閉工具を用いて、弁体を回動させる様子を説明するための図である。
【図４】軸を最大移動距離移動させた場合の弁体の回動を説明するための図である。
【図５】（ａ）は、第２実施形態の蓋体における、図２（ａ）と対応する部分を示す図で
あり、（ｂ）は、（ａ）に示す第２実施形態の蓋体における、軸が最大移動距離移動する
まで回動した様子を示す図である。
【図６】（ａ）は、第３実施形態の蓋体における、図２（ａ）と対応する部分を示す図で
あり、（ｂ）は、（ａ）に示す第３実施形態の蓋体における、軸が最大移動距離移動する
まで回動した様子を示す図である。
【図７】比較例の蓋体における、軸が接触移動距離移動した後、閉鎖状態に回動する様子
を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態を説明する。
【００２３】
　図１（ａ）は、本発明の一実施形態である蓋体（地下構造物用蓋体）が受枠に支持され
た様子を示す平面図であり、同図（ｂ）は、同図（ａ）のＡ－Ａ線断面図である。なお、
図１（ｂ）では地面Ｇを示しているが、他の図では、図を簡略化するため地面Ｇを省略し
ている。
【００２４】
　図１には、蓋体３と、その蓋体３を支持する受枠２とを備えた蓋受枠セット１０が示さ
れている。本特許出願では、図１における、蓋体３の中心側を内側と称し、蓋体３の外周
側を外側と称して説明する。地下埋設物である下水道用排水管は地表から所定の深さの位
置に埋設されており、その下水道用排水管の途中に、地下施設として、マンホールが設け
られている。下水道用排水管もマンホールも地下構造物に相当する。マンホールは、既製
のコンクリート成型品を積み上げた躯体によって、下水道用排水管から地表へ向かう縦穴
として形成されている。受枠２はその躯体の上に設けられたものであり、マンホール（地
下構造物）につながる開口Ｈを画定する内周面２１を有している。
【００２５】
　蓋体３は、平面視で円形の蓋本体４の他に、弁体５と、蝶番６とを有するものである。
蓋本体４は、受枠２の内周面２１に支持されて開口Ｈを開閉自在に塞ぐものであり、図１
に示す蓋体３は、蓋本体４が受枠２に嵌合することで開口Ｈを塞いでいる。蓋本体４は、
鋳鉄製のものであり、その下面に補強用のリブ４４が設けられている。なお、蓋本体４は
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、鋳鉄以外の鉄製であってもよく、鉄以外の金属、樹脂もしくはコンクリート製であって
もよい。また、蓋本体４における一端側（図１では左側）の外周部分には、開閉工具Ｔ（
図３（ａ）等参照）を挿入するための鍵穴４１が形成されている。
【００２６】
　図１（ｂ）に示すように、蝶番６は、蓋本体４の下面における他端側（図では右側）の
周縁部に回動軸６３によって回動自在に連結されている。この蝶番６は、その中間部分に
形成された鉤状突起６１と、その下端部分に形成された抜止突起６２とを備えている。ま
た、受枠２の他端側における、内周面２１の下方位置には、蝶番座２３が設けられている
。この蝶番座２３には、蝶番６が上下方向に貫通する貫通孔２３１と、被係合部２３２と
が設けられている。これら蝶番６と蝶番座２３とによって蝶番構造が構成され、蓋本体４
を３６０度旋回あるいは１８０度転回させることができる。また、内圧（マンホール内の
圧力）が所定以上に高くなると蓋体３が持ち上がり、閉蓋状態から蓋本体４が浮上すると
ともに、詳しくは後述するように爪５３１が爪受け部２２に係合し、蝶番６の鉤状突起６
１が蝶番座２３の被係合部２３２に係合する。なお、抜止突起６２は、蓋体３を持ち上げ
ると蝶番座２３に当接する部分であり、抜止突起６２が蝶番座２３に当接するまで蓋体３
を持ち上げると、蓋本体４を垂直反転させることができる。
【００２７】
　弁体５は、蓋本体４の下面における一端側の周縁部に設けられている。また、受枠２の
一端側における、内周面２１の下方位置には、爪受け部２２が設けられている。この爪受
け部２２は、図１（ｂ）の断面では斜め下方に突き出た部分である。
【００２８】
　図２（ａ）は、図１（ｂ）における破線の円で囲んだ部分を拡大して示す図である。
【００２９】
　図２（ａ）に示すように、弁体５は、弁蓋５１と、蓋本体４の裏側に支持された一対の
軸５２，５２（図２（ｂ）参照）と、弁蓋５１の下部に設けられたロック部５３を有して
いる。弁蓋５１は、弁座５１１と、弁座５１１上に配置されたパッキン５１２と、パッキ
ン５１２上に配置された押え板５１３とを有している。具体的には、パッキン５１２およ
び押え板５１３が、ボルトとナットからなる固定部材５１４によって弁座５１１に固定さ
れている。弁体５は、一対の軸５２，５２を中心に、弁蓋５１が鍵穴４１を閉塞する閉塞
状態と、弁蓋５１が鍵穴４１を開放する開放状態とに回動可能なものである。ロック部５
３は、弁蓋５１の下側に設けられ、受枠２の爪受け部２２に係合する爪５３１と、閉塞状
態に向かう方向の力を弁体５に付与する錘５３２とを有している。
【００３０】
　図２（ｂ）は、同図（ａ）に示す弁体を外側（図では左側）から見た図である。この図
２（ｂ）では、弁体５の軸５２が蓋本体４に支持される状態を概念的に示している。
【００３１】
　図２（ａ）および同図（ｂ）に示すように、蓋本体４の裏面には、軸５２を支持する支
持溝４２１が形成されたブラケット４２が一対設けられている。支持溝４２１は、高さが
軸５２の径とほぼ等しく設定され、水平方向に延在して形成されたものである。支持溝４
２１の内側には、挿通孔４２２に挿通されたボルトとナットからなるストッパ４３が設け
られ、軸５２は、支持溝４２１における、外側の端部から、内側のストッパ４３に当接す
るまでの範囲で水平移動することができる。この範囲の軸５２の移動距離が、本発明の最
大移動距離Ｄ２（図４（ｂ）参照）に相当する。
【００３２】
　ロック部５３の内側部分の上部には、付勢手段としてのバネＳが設けられている。限定
されるものではないが、本実施形態では、バネＳにダブルトーションスプリングを採用し
ている。このバネＳによって、弁蓋５１が閉塞状態に向かう方向と軸５２が外側に向かう
方向に弁体５が付勢されている。
【００３３】
　図２（ａ）において、鎖線の楕円で囲んだ部分を拡大して示すように、蓋本体４の、鍵
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穴４１を画定する鍵穴画定壁における内側部分には、下方に向かうに従い鍵穴４１が拡が
る方向に傾斜した本体側傾斜部４１ａが形成されている。本実施形態では、本体側傾斜部
４１ａは、外側から内側に向かって断面視直線状に傾斜した第１傾斜部４１１と、この第
１傾斜部４１１に連続し、外側から内側に向かって断面視円弧状に傾斜した第２傾斜部４
１２とからなり、本体側傾斜部４１ａの水平方向の長さＬ１は、最大移動距離Ｄ２（図４
（ｂ）参照）よりも長く設定されている。また、詳しくは後述する接触移動距離Ｄ１（図
３（ｂ）参照）は、最大移動距離Ｄ２よりも短いため、本体側傾斜部４１ａの水平方向の
長さＬ１は、当然に接触移動距離Ｄ１よりも長い。
【００３４】
　図３は、開閉工具を用いて、弁体を回動させる様子を説明するための図である。
【００３５】
　図３（ａ）に示すように、開閉工具Ｔによって弁蓋５１を押し込むと、弁体５は、軸５
２を中心に図では反時計回りに回動していく。弁体５が回動していくと、弁蓋５１の外側
端部（図ではパッキン５１２の外側端部）が、受枠２の内周面２１に接触して内側に押さ
れる。これにより、白抜きの矢印で示すように、バネＳの付勢力に抗して、軸５２が内側
に移動する。なお、弁体５を回動させ、ロック部５３の爪５３１が、受枠２の爪受け部２
２から解除された状態で、開閉工具Ｔの先端を蓋本体４の裏面に引っかけ、この蓋体３を
持ち上げて開けることにより開口Ｈ（図１（ａ）参照）を開放することができる。
【００３６】
　さらに、開閉工具Ｔを押し込むと、一点鎖線で示すように、弁蓋５１の外側端部が、受
枠２の内周面２１における下端に達するまで、受枠２の内周面２１に押されて、軸５２が
さらに内側に移動する。このように、弁蓋５１が受枠２の内周面２１に接触するとバネＳ
の付勢力に抗して軸５２が内側に向かって移動するものであるため、弁体５の開放状態へ
の回動動作がスムーズになる。なお、図３（ａ）では、図を簡略化するため、一点鎖線で
示す弁体５については、ロック部５３やバネＳを省略している。また、以後の図において
も、図を簡略化するため、適宜部材を省略する。
【００３７】
　図３（ｂ）では、同図（ａ）における、軸５２の移動を、概念的に示している。図３（
ｂ）に示す軸５２の移動距離が、本発明における接触移動距離Ｄ１に相当する。図３（ｂ
）では、一点鎖線で示す軸５２がストッパ４３まで到達しておらず、さらに内側に移動可
能であり、製造誤差等を考慮し、接触移動距離Ｄ１は、最大移動距離Ｄ２（図４（ｂ）参
照）よりも短く設定されている。
【００３８】
　軸５２が接触移動距離Ｄ１移動した状態で開閉工具Ｔを引き抜くと、バネＳの付勢力に
より軸５２が外側に移動していくが、その前に、図３（ｃ）に示すように、バネＳの付勢
力により、弁蓋５１が閉塞状態に向かう方向に弁体５が回動する場合がある。本実施形態
では、蓋本体４に本体側傾斜部４１ａを有しているため、軸５２が接触移動距離Ｄ１移動
した状態で、閉塞状態に向かう方向に弁体５が回動しても、弁蓋５１の内側端部（図面で
はパッキン５１２の内側端部）が本体側傾斜部４１ａに当接する。このため、バネＳの付
勢力により軸５２が外側に移動するにつれて弁蓋５１の内側端部が本体側傾斜部４１ａを
滑り、弁蓋５１が引っかかってしまうことなく閉鎖状態まで弁蓋５１が移動することがで
きる。特に、本実施形態では、本体側傾斜部４１ａの長さＬ１は、接触移動距離Ｄ１より
も長く設定されているため、弁蓋５１の内側端部を、本体側傾斜部４１ａに安定して当接
させることができる。さらに、本実施形態の本体側傾斜部４１ａでは、内側部分に、断面
視円弧状に傾斜した第２傾斜部４１２（図２（ａ）参照）を有しているため、弁蓋５１の
閉鎖状態までの移動をよりスムーズにすることができる。
【００３９】
　図４は、軸を最大移動距離移動させた場合の弁体の回動を説明するための図である。
【００４０】
　図４（ａ）に示すように、軸５２を接触移動距離Ｄ１移動させた後も、開閉工具Ｔを押
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し込むと、同図（ｂ）に概念的に示すように、軸５２はストッパ４３に当接するまで外側
に移動する。ストッパ４３に当接するまでの軸５２の移動距離が、最大移動距離Ｄ２とな
る。前述したように、本実施形態では、本体側傾斜部４１ａの水平方向の長さＬ１を、最
大移動距離Ｄ２よりも長く設定している。このため、図４（ｃ）に示すように、軸５２が
最大移動距離Ｄ２移動した後、閉塞状態に向かう方向に弁体５が回動しても、弁蓋５１の
内側端部が本体側傾斜部４１ａに当接する。このため、弁蓋５１が引っかかってしまうこ
となく本体側傾斜部４１ａにガイドされて、弁蓋５１が閉鎖状態まで移動することができ
る。なお、蓋本体４の肉厚や鍵穴４１の形状等によっては、本体側傾斜部４１ａの長さＬ
１を、接触移動距離Ｄ１よりも長く、最大移動距離Ｄ２よりも短く設定してもよい。
【００４１】
　次に、図１～図４に示す第１実施形態の蓋体における他の実施形態について説明する。
以下に説明する他の実施形態および比較例においては、図１～図４に示す第１実施形態と
の相違点を中心に説明し、図１～図４に示す第１実施形態における構成要素の名称と同じ
名称の構成要素には、これまで用いた符号を付して説明し、重複する説明は省略すること
がある。
【００４２】
　図５（ａ）は、第２実施形態の蓋体における、図２（ａ）と対応する部分を示す図であ
り、図５（ｂ）は、同図（ａ）に示す第２実施形態の蓋体における、軸が最大移動距離移
動するまで回動した様子を示す図である。
【００４３】
　図５（ａ）に示すように、本実施形態の蓋体３では、第１実施形態の蓋体３における、
本体側傾斜部４１ａ（図２（ａ）参照）に代えて、弁蓋５１における内側部分に設けられ
上方に向かうに従い外側に傾斜した弁蓋側傾斜部５１ａを採用している。本実施形態の弁
蓋側傾斜部５１ａは、具体的には、パッキン５１２と押え板５１３の内側部分に形成され
、水平方向の長さＬ２が、最大移動距離Ｄ２（図４（ｂ）参照）よりも長く設定されてい
る。このため、図５（ｂ）に示すように、軸５２が最大移動距離Ｄ２移動した状態で、図
では時計回りとなる閉鎖状態に向かう方向に弁体５が回動しても、蓋本体４の鍵穴４１に
おける裏面側の縁４１ｂに弁蓋側傾斜部５１ａが当接する。このため、弁蓋５１が引っか
かってしまうことなく、鍵穴４１における裏面側の縁４１ｂが弁蓋側傾斜部５１ａを滑っ
て、弁蓋５１が閉鎖状態まで移動することができる。なお、弁蓋側傾斜部５１ａについて
も、本体側傾斜部４１ａと同様に、その水平方向の長さＬ２を、接触移動距離Ｄ１（図３
（ｂ）参照）よりも長く、最大移動距離Ｄ２よりも短く設定してもよい。
【００４４】
　図６（ａ）は、第３実施形態の蓋体における、図２（ａ）と対応する部分を示す図であ
り、図６（ｂ）は、同図（ａ）に示す第３実施形態の蓋体における、軸が最大移動距離移
動するまで回動した様子を示す図である。
【００４５】
　本実施形態の蓋体３は、第１実施形態の蓋体３と同様の本体側傾斜部４１ａと、第２実
施形態の蓋体３と同様の弁蓋側傾斜部５１ａの両方を備えている。また、本体側傾斜部４
１ａの水平方向の長さＬ１’と、弁蓋側傾斜部５１ａの水平方向の長さＬ２’は、その合
計の長さが、最大移動距離Ｄ２（図４（ｂ）参照）よりも長く設定されている。このため
、図６（ｂ）に示すように、軸５２が最大移動距離Ｄ２移動した状態で、図では時計回り
となる閉鎖状態に向かう方向に弁体５が回動しても、本体側傾斜部４１ａに弁蓋側傾斜部
５１ａが当接する。このため、弁蓋５１が引っかかってしまうことなく、弁蓋５１が閉鎖
状態まで移動することができる。なお、本体側傾斜部４１ａの水平方向の長さＬ１’と、
弁蓋側傾斜部５１ａの水平方向の長さＬ２’は、その合計の長さが、接触移動距離Ｄ１（
図３（ｂ）参照）よりも長く、最大移動距離Ｄ２よりも短く設定してもよい。
【００４６】
　最後に、本体側傾斜部４１ａ（図２（ａ）参照）も弁蓋側傾斜部５１ａ（図５（ａ）参
照）も有していない比較例について説明する。
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【００４７】
　図７は、比較例の蓋体における、軸が接触移動距離移動した後、閉鎖状態に回動する様
子を示す図である。
【００４８】
　図７に示すように、比較例の蓋体９は、本体側傾斜部４１ａも弁蓋側傾斜部５１ａも有
していないため、軸５２が、例えば接触移動距離Ｄ１（図３（ｂ）参照）移動した状態で
、図では時計回りとなる閉鎖状態に向かう方向に弁体５が回動すると、蓋本体４の鍵穴４
１における裏面側の縁４１ｂと、弁蓋５１の内側部分が干渉し、弁蓋５１が引っかかって
しまう虞がある。
【００４９】
　以上説明した蓋体３によれば、弁蓋５１が鍵穴４１を開放する開放状態への回動動作の
みならず、弁蓋５１が鍵穴４１を閉塞する閉塞状態への回動動作もスムーズにすることが
できる。
【００５０】
　本発明は前述した実施形態に限られることなく特許請求の範囲に記載した範囲で種々の
変更を行うことができる。また、以上説明した各実施形態の記載それぞれにのみ含まれて
いる構成要件であっても、その構成要件を、他の実施形態に適用してもよい。
【符号の説明】
【００５１】
２　受枠
２１　内周面
３　蓋体
４　蓋本体
４１　鍵穴
４１ａ　本体側傾斜部
４２１　支持溝
５　弁体
５１　弁蓋
５１ａ　弁蓋側傾斜部
５２　軸
５３　ロック部
６　蝶番
Ｄ１　接触移動距離
Ｄ２　最大移動距離
Ｓ　バネ
Ｔ　開閉工具
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